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彦
坂
佳
宣
著

『
盟

諸
問
を
近

世
期
方
言
の

研
究』

2001・6・30)

尾
張
の
近
世
史
に
つ
い
て
は
移
し
く

伝
存
す
る
古
文
書
に
よっ
て
解
明
が

進
ん
で
い
る
が 、
そ
れ
に
対
し
て 、
こ
の
地
方
で
使
用
さ
れ
た
言
語の
実
態

に
つ
い
て
は 、
資
料の
制
約
か
ら
殆
ど
未
開
拓
の
分
野
で
あっ
た 。
た
だ
し 、

上
方
と
江
戸
以
外
の
地
域
と
し
て
は
尾
張
は
口
語
資
料に
恵
ま
れ
て
い
る
と

も
言
え
る 。
こ
れ
ま
で 、
吉
沢
義
則・
青
木
辰
治・
尾
崎
久
弥
の
諸
氏
に
よ

る
口
語
資
料
の
発
掘
紹
介
を
経
て
芥
子
川
律
治
氏
に
よ
る
本
格
的な
近
世
の

名
古
屋
方
言
の
研
究へ
と
発
展
し
て
き
た 。
こ
れ
ら
先
人
に
よ
る
研
究
の
蓄

積
を
踏
ま
え
て
近
世
尾
張
の
方
言
を 、「
中
央
語
で
あ
る
上
方
語
の
裾
野
に
位

置
す
る
方
言
と
と
ら
え
て 、
言
語
地
理
学
的な
視
点
も
ま
じ
え
た
風
通
し
の

よ
い
近
世
期
方
言
の
論
を
目
指
し」
(八
頁)
て
登
場
し
た
の
が
彦
坂
佳
宣
氏

に
よ
る
本
書
で
あ
る 。

(r国語学j第52巻2号

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る 。

諸

星

智

直

美

研
究
の
視
点
と
方
法

資
料
論

序
章

第一
部は

じ
め
に

1
尾
張
と
そ
の
周
辺
地
域
の
資
料
構
造

2
方
言
資
料と
し
て
の
尾
張
戯
作
類

3
説
教
記
録
『お
経
様』

4

雑
俳
資
料
||濃尾・
三
河狂俳を中心に
|

第二
部
尾
張
近
辺
を
主
と
す
る
近
世
期
方
言
の
諸
相

一

音
韻

I
ハ
行
子
音
の
音
価

2
セ・
ゼ
の
音
価

3
合
助
音
クヮ・
グヮ

4
尾
張
近
辺
の
オ
段
長
音
の
開
合
を
め
ぐっ
て
||特有語形の検討

から
1ll

(
付
論)
連
母
音の
融
合
現
象

音
便



は
じ
め
に

形
容
調
連
用
形
の
音
便

ハ
行
四
段
動
詞
の
音
便

サ
行
四
段
動
詞
イ
音
便

マ・
パ
行
四
段
動
詞
の
音
便

音
便
の
ま
と
め

2 3 4 5 
三
活
用

は
じ
め
に

1
二
段
活
用
の一
段
化

2
使
役
の
助
動
調
の
活
用

3
ラ
行
下二
段
敬
語
辞の
活
用

4
サ
変
動
調
の
活
用

5
ナ
行
変
格
活
用
を
め
ぐ
る
問
題

6
東
西
方
言
の
差
異
に
か
か
わ
る
個
別
動
詞
の
類

四
表
現
法

-
原
因・
理
由
表
現

2
断
定
表
現

3
推
量・
意
志
の
表
現

五
待
遇
表
現

は
じ
め
に
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尾
張
方
言
の
対
称
代
名
調
と
尊
敬
語
述
部
に
よ
る
待
遇
表
現
体

系中
央
語
と
の
比
較
か
ら
見
た
尾
張
方
言
の
敬
語
の
位
置

2 

文
末
詞
と
そ
の
待
遇
的
側
面

終
章
近
世
話に
お
け
る
近
畿・
東
海
近
辺
の
方
言
景
観

あ
と
が
き

3 
索
引

す
な
わ
ち 、
文
献
資
料に
対
す
る
精
密
な
検
討と 、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
近

世
期
方
言
の
体
系
的
な
記
述
考
察
を
以
て
構
成
さ
れ
て
お
り 、
天
下
の
名
城

名
古
屋
城
に
も
比
肩
し
得
る
近
世
語
研
究
史
上
の
金
字
塔
で
あ
る
と
言っ
て

も
過
言
で
は
な
い 。

さ
て 、
序
章
で
は
ま
ず 、
研
究
の
立
場
と
範
囲
が
明
示
し
て
あ
る 。
す
な

わ
ち 、
中
央
語に
対
す
る
そ
の
周
辺
の
裾
野
的な
方
言
状
況
の
解
明
を
め
ざ

す
研
究
と
し
て「
か
な
り
の
資
料
が
見
ら
れ
る
尾
張
を
中
心
に
考
察
を
進
め 、

そ
の
近
隣
の
美
濃・
三
河 、
ま
た
や
や
西
部
に
あ
る
伊
勢
の
方
言
に
つ
い
て

も
で
き
る
だ
け
触
れ」 、
「
近
世
期
に
お
け
る
尾
張
を
主
と
す
る
東
海
西
部
地

域
の
方
言
の
地
理
的
展
開
の
模
様 、
そ
し
て 、
こ
れ
ら
と
上
方
語
と
の
史
的

交
渉
と
い
う
二
つ
の
視
点
の
結
び
あ
う
と
こ
ろ
に
考
察
の
焦
点
を
お
い
て
み

た
い 。」
(二
頁)
と
す
る 。
考
察
の
手
順
と
し
て
は 、
今
日
の
方
言
と
の
比
較

よ
り
も
近
世
の
文
献
資
料に
よ
る
考
察
方
法
を
と
る
こ
と
を
述べ
て
い
る 。

研
究
の
視
点
と
し
て
は 、
資
料
性の
差
異
に
配
慮
しつ
つ
文
体
や
遊
里
と一

般
庶
民
と
の
位
相に
言
及
す
る
と
ま
ず
述べ
て
あ
る 。
評
者
が
感
嘆し
且
つ

不
思
議
に
思
う
の
は 、
尾
張
と
い
う 、
上
方・
江
戸
以
外
の
近
世
の
特
定
の

地
域
の
言
語
の
実
態
が
か
く
も
豊
か
に
体
系
的に
解
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
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る 。
こ
れ
は 、
御
三
家
筆
頭
極
官
大
納
言
の
家
格
を
有
し
尾
張一
国
に
加
え

て
信
濃
木
曽(
無
高)・
美
濃・
三
河・
近
江・
摂
津の
飛
び
地
を
併せ
て
六

十一
万
九
千
五
百
石
の
大
封
を
領
す
る
尾
張
徳
川
家
の
主
邑
名
古
屋
を
擁

し 、
か
つ
東
海
道
の
要
衝
に
位
置
す
る
当
地
域
が
文
化
的
に
繍
熟
し
て
い
て

郷
土
酒
落
本
等
の
口
語
資
料
の
穀
倉
地
帯と
も
い
うべ
き
状
況
に
あっ
た
か

ら
で
あ
ろ
う 。
さ
ら
に
吉
沢
義
則・
青
木
辰
治・
尾
崎
久
弥・
芥
子
川
律
治

の
諸
氏
に
よ
る
資
料
発
掘
に
よっ
て
「
す
で
に
十
分
な
資
料
面の
用
意
と
発

展
的
な
研
究」
の
蓄
積
が
あ
り 、
そ
の
上
で
彦
坂
氏
に
よっ
て
資
料
的に
も

更
に
充
実
さ
せ
る
と
共
に
語
学
的
に
深
化し
た
も
の
と
い
え
よ
う 。

第一
部
は
「
資
料
論」
と
し
て
「
尾
張
と
そ
の
周
辺
地
域
の
資
料
構
造」

に
言
及
し
た
上
で
尾
張
の
戯
作
類・
説
教
記
録
「お
経
様
ケ
雑
俳
資
料
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
い
る 。
こ
の
内 、
芥
子
川
氏
の
著
作に
言
及
さ
れ
て
い

な
い
も
の
で 、
著
者
が
新
た
に
活
用
し
た
資
料
は 、
『
春
秋
沼
士
伝』
『
新
織

憐
意
紗』
「
春
遊
南
詞一
夢』
『
軽
世
界
四
十
八
手』
『
南
駅
夜
光
之
珠』
『
夢

中
角
庵
戯
言』
と
如
来
教
の
説
教
記
録
で
あ
る
と
い
う(一
0
1一

二
頁) 。
尾

張
地
方
の
方
言
資
料
群
と
し
て
は 、

a
酒
落
本
類

b
滑
稽
本
類

C
方
言
書
な
ど
の
類

d
知
来
教
の
説
教
記
録

e
主
と
し
て
幕
末
期
以
降の
雑
俳
類

の
五
種
類
に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
書
名
が
示
し
て
あ
り(一
0
1一

二
頁) 、
a

酒
落
本
類
は
さ
ら
に 、
〈
甲H
庶
民
を
描
く
酒
落
本〉
と〈
乙
H

遊
里
を
描
く

評) r野貯金近世期方言の研究』(書

酒
落
本〉
と
に
二
分
し 、
内
部
徴
証
か
ら
みて 、
もっ
と
も
尾
張
方
言
に
お

り
る
庶
民
層
の
口
語の
実
情
を
語
る
の
は 、
a〈
甲H
庶
民
を
描
く
酒
落
本〉

で
あ
る
と
す
る
こ
三
頁) 。
さ
ら
に 、
美
濃・
三
河・
信
州・
伊
勢
な
ど
の

尾
張
周
辺
の
方
言
資
料
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て
あ
る 。
中
心
的
資
料
で
あ

る「
方
言
資
料と
し
て
の
尾
張
戯
作
類」 、
す
な
わち 、
a
酒
落
本
類
の〈
甲〉

〈
乙〉
と
b
滑
稽
本
類
〈
丙〉
と
の
資
料
価
値
を 、
否
定
の
助
動
調・
形
容
詞

連
用
形
音
便・
断
定
の
助
動
調・
ハ
行
四
段
活
用
連
用
形
音
便
の
東
西
方
言

の
対
立
事
項 、
及
び 、
サ
行
四
段
活
用
連
用
形
イ
音
便・
推
量・
意
志
の
助

動
詞
を
中
心
と
す
る
検
討
を
通
じ
て 、
〈
甲〉
は
よ
く

均
質
的な
資
料
性
を
持

ち
尾
張
近
辺
の
庶
民
層
の
言
語
的
様
相
を
語
る
の
に
対
し
て 、
〈
乙〉
は
遊
里

を
中
心
と
す
る
位
相
的
な
面
を
語
る
と
こ
ろ
が
強
く 、
〈
丙〉
は
最
も
資
料
性

が
劣
る
と
い
う 、
戯
作
資
料の
構
造
を
指
摘
し
て
い
る 。
語
法
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
本
書
第二
部の
各
章
で
個
別
的
に
詳
細
な
検
討
が
加
え
て
あ
る 。
さ

ら
に 、
従
来 、
芥
子
川
律
治
氏
に
よ
る
紹
介
の
み
で
国
語
資
料と
し
て
の
検

討
が
殆
ど
な
さ
れ
な
かっ
た
文
化
度に
始
ま
る
如
来
教
の
教
祖
き
の
の
説
教

を
記
録
し
た
「
お
経
様』
を
取
り
上
げ 、
音
韻・
音
便・
語
法・
敬
語・
文

末
調・
語
奨
か
ら
日
常
会
話に
お
け
る
豊
か
な
尾
張
方
言
の
側
面と 、
形
容

調
連
用
形
音
便・
ハ
行
四
段
活
用
音
使・
サ
行
イ
音
便
等か
ら
説
教
記
録
と

い
う
性
格
に
よ
る
文
体
的
位
相
の
面
と
を
概
観し
て
い
る 。
ま
た 、
や
は
り

国
語
資
料と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
かっ
た
濃
尾・
三
河
の
雑
俳
資
料

を
取
り
上
げ 、
音
韻・
語
法・
待
遇
表
現
の
検
討
か
ら
庶
民
の
日
常
的
な
口

語
の
特
色
を
指
摘
し 、
さ
ら
に 、
ほ
ぽ
幕
末三
十
年
間の
資
料か
ら(サ)
ツ

セ
ル・
デ
ヤ
等
の
代
表
的な
文
法
事
項に
つ
い
て 、
句に
添
え
ら
れ
た
地
名



の
所
在
を
探っ
て
「
言
語
地
理
学
で
言
う
ほ
ど
に
厳
密
な
条
件
を
設
定
し
て

出
来
た
も
の
で
は
な
い
が 、
地
理
的
な
広
が
り
を
含
む
分
布
研
究
を
可
能
に

す
る」
分
布
図(
八三
頁)
が
掲
げ
て
あ
る
の
は
雑
俳
資
料
な
ら
で
は
の
特
質

を
利
用
し
た
非
常
に
興
味
深
い
試
み
で
あ
る 。

四

68 ( 19 ) 

第二
部「
尾
張
近
辺
を
中
心
と
す
る
近
世
期
方
言
の
諸
相」
で
は 、
音
韻・

音
便・
活
用・
表
現
法・
待
遇
表
現
に
わ
たっ
て
検
討
を
加
え
て
い
る 。

ま
ず 、
「
音
韻」
に
つ
い
て
は 、
い
ず
れ
も
国
語
音
韻
史
上 、
殊
に
中
世・

近
世
の
実
態
の
解
明
が
甚
だ
興
味
を
引
く
重
要
な
項
目
を
取
り
上
げ
て
論
じ

て
い
る
が 、
し
か
し 、
こ
の
う
ち
の
1ハ

行
子
音
の
音
価
と
2
セ・
ゼ
の
音

価
と
は 、
本
書
に
も
言
及
す
る
伊
勢
の
大
黒
屋
幸
太
夫
の
記
録
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
外
国
資
料
等
で
尾
張
の
実
態
を
反
映
す
る
音
韻
資
料
に
遭
遇
し
な
い

限
り 、
本
文
やル
ピ
の
仮
名
表
記
に
よ
る
傍
証
の
み
で
は
立
証
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
限
界
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い 。一
方 、
3
の
合
助
音
クヮ・
グワ

と
4
の
オ
段
長
音
の
開
合
と
に
関
し
て
は 、
精
密
且
つ
明
解
な
論
を
展
開し

て
い
る 。
合
助
音
に
つ
い
て
は
尾
張
を
中
心
に
上
方
か
ら
三
河
ま
で
広
く
用

例
や
証
拠
を
博
捜
し
て
地
理
的
に
も
鮮
や
か
な
手
際
で
考
察
し
て
い
る 。
オ

段
長
音
の
開
合
に
つ
い
て
は 、
こ
の
区
別
が
近
世
後
期
の
尾
張
に
も
存
在
し

た
と
す
る
芥
子
川
律
治
氏
等の
説
に
対
し
て 、
彦
坂
氏
は 、
推
量・
意
志
表

現 、
形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
を
中
心
に
再
検
討
を
加
え 、
尾
張
近
辺
を
含め

た
東
国
で
の
開
合
の一
般
的
な
混
乱
は
阜
く 、「
ウ
ズ
類
の
個
別
的
な
変
化に

よ
る
も
の
で
あ
り 、
開
合
の
問
題
は
間
接
的
な
関
与
に
と
ど
ま
る
も
の」
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
な
お 、
尾
張
の
音
韻と
い
え
ば
評
者
の

如
き
素
人
は 、
す
ぐ
に
現
代
の
当
地
域
に
お
け
る
連
母
音の
融
合
現
象
を
思

い
浮
か
べ
て 、
そ
の
近
世
に
お
け
る
実
態
の
解
明
を
嘱
望
す
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が 、
近
世
に
お
け
る
用
例
は
少
な
い
ら
し
く 、
さ
す
が
の
彦
坂
氏
を
し

て
も「
付
論」
と
し
て
新
た
な
用
例
を
掲
げ
る
に
止
ま
り 、
「
し
か
し 、
用
例

そ
の
も
の
の
確
実
さ
の
吟
味
や
分
布
の
広
が
り
に
つ
い
て
は 、
多
く
を
語
る

こ
と
が
出
来
な
い 。」
(一
二
六
頁)
と
い
う 。

「
音
便」
に
つ
い
て
は 、
明
治
期
の
『
口
語
法
調
査
報
告
書』
と
の
重
複
を

避
け 、
雑
俳
資
料の
援
用
に
よっ
て 、
東
西
方
言
の
対
立
事
項
で
あ
る
I

形

容
詞
連
用
形
ウ
音
便
使
用
の
東
端
を
東
美
濃・
西
三
河
二
二
九
頁) 、
2ハ

行
四
段
動
調
連
用
形
促
音
便
使
用
の
西
端
を
西
美
濃
ご
三
二
頁)
と
推
定

し 、
位
相
商
か
ら
の
検
討
も
加
え
て
い
る 。
と
り
わ
げ
紙
幅
を
割い
て
詳
述

す
る
の
は
京
都
語
に
お
い
て
中
世
に
盛
行
し
な
が
ら
中
世
に
は
衰
退
し
た
3

サ
行
四
段
動
詞
イ
音
便
の
近
世
尾
張
に
お
け
る
盛
行
に
つ
い
て
で
あ
る 。
す

な
わ
ち 、
〈
甲〉
〈
乙〉
資
料 、
お
よ
び
説
教
記
録
「
お
経
様』
に
お
け
る
用

例の
調
査
か
ら 、「
尾
張
の
庶
民
層
に
は
サ
行
イ
音
便
が
相
当
に
盛
ん
で
あっ

た
こ
と」
(一
四二
頁)
を
明
ら
か
に
し 、
さ
ら
に
こ
れ
が
中
世
京
都
語の
影

響
だ
け
で
は
な
く
敬
語
動
詞・
使
役
助
動
調
な
ど
方
言
独
自
に
拡
張・
変
容

さ
せ
た
面
を
持つ
こ
と
を
指
摘
し 、
さ
ら
に
伊
勢・
濃
尾・
三
河
な
ど
の
近

世
資
料
に
拠
る
地
理
的
広
が
り 、
教
導
的
性
絡
に
よ
る
位
相
面
の
考
察
は
非

常
に
有
設
で
あ
る 。

「
活
用」
に
関
す
る
考
察
の
う
ち 、
-

二
段
活
用
の一
段
化に
つ
い
て
論
ず

る
中
で 、「二
段
活
用
は 、
ほ
と
ん
ど
特
定
の
使
役
的
動
調 、
尊
敬
の
助
動
調 、
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丁
寧
語
「
ま
す」
な
ど
の
付
属
語
に
限
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る 。」
(一
五
五
頁)

と
し
て
「
よ
み
ま
す
る」
「
有ふ
ず
る」
の
例
を
掲
げ
て
「
同
じ
語
は一
段
活

用
で
も
現
れ
る 。」
(一
五
五
頁)
と
あ
る
が 、
「
ま
す
る」「
う
ず
る」
ま
で一

段
化
の
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
評
者
は
疑
問
を
感
ず
る 。
2

使
役

の
助
動
詞
の
活
用
に
つ
い
て
は 、
「
上
方
語・
伊
勢
方
言
な
ど
の
四
段
型
の
盛

行
に
対
し
て 、
尾
張
近
辺
は 、
多
少
の
四
段
的
な
活
用
は
あ
る
も
の
の 、
や

は
り一

段
式
が
優
勢
で
あ
り 、
西
部
地
域
の
方
言
類
と
対
照
的
な
様
相」(一

六
四
頁)
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
て
い
る 。
た
だ
し 、一
六
O
頁
で
表
2
に「
使

役
の
助
動
詞
の
活
用
(『お
経
様」)」
と
題
し
な
が
ら
本
文
に
「こ
こ
で
は
サ

行
の
他
動
調
形
も 、
参
考
ま
で
に
加
え
て
あ
る 。」
と
す
る
が 、
表
2
に
お
い

て
助
動
詞
と
動
調
の
用
例
数
は
区
別
し
た
方
が
よ
り
厳
密
を
期
すこ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。
一
方 、
こ
れ
に
続い
て 、
3「
さ
せ
ら
る
る」

「
召
さ
る
る」
「
遣
わ
さ
る
る」
「
下
さ
る
る」
「
な
さ
る
る」
な
ど 、
動
調
に

敬
語
助
動
詞
「(
ら)
る
る」
が
付い
て一
語
化し
た
尊
敬
語
を
筆
者
は
「
ラ

行
二
段
敬
語
辞」
と
呼
ぴ 、
「
尾
張
近
辺
の
下一
段
式
が
か
な
り
際
だ
つ
存
在

で
あ
る
こ
と」
(一
七
五
頁)
を
明
ら
か
に
し 、
ま
た 、
4
サ
変
動
詞
は
近
世

の
尾
張
で
は
終
止
連
体
形
に
多
数
の
セ
ル
形
が
見
ら
れ
る
「
下一
段
式
サ
変

動
調」
に
変
容
を
遂
げ
た
こ
と
を
指
摘
し 、
そ
の
分
布 、
変
容
の
要
因 、
位

相
に
つ
い
て
近
世
資
料
を
駆
使
し
て
興
味
深い
考
察
を
加
え
て
い
る 。
さ
ら

に 、
5
ナ
変
動
詞
の
四
段
化は
上
方
語
に
お
い
て
は
位
相
に
よ
る
遅
速
は
あ

る
が
全
体
と
し
て
天
保
度
以
降
と
遅
い
の
に
対
し
て 、
尾
張
近
辺
の
ナ
変
動

調
は
近
世
後
期
の
時
点
で
す
で
に
四
段
化
が
完
了
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら 、
「
活
用」
部に
お
け
る
考
察
を
併せ
て 、
「
濃
尾
周
辺
地
方
で
の

評) r管手習会近世期方言の研究j〔書

活
用
体
系
そ
の
も
の
の
変
容
が
か
な
り
早
かっ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う 。」
(二
O六
頁)
と
指
摘
す
る 。
従
来
は
中
央
語に
お
け
る
活
用
形
式
の

変
遷
し
か
解
明
さ
れ
て
い
な
かっ
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
研
究
の
成
果
は

頗
る
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う 。
な
お 、
6
東
西
方
言
の
差
異
に
関

わ
る
倒
別
の
動
詞
に
つ
い
て
も 、
尾
張
周
辺
に
お
け
る「
借
り
る」
(一
段)

「
足
る」
(四
段)
等の
貴
重
な
用
例
を
掲
げ
て
分
布
を
考
察
し
て
い
る 。

「
表
現
法」
に
つ
い
て
は 、
か
な
り
の
紙
幅
を
割い
て
詳
述
し
て
い
る 。
ま

ず 、
1

原
因・
理
由
表
現
は 、
尾
張
で
の一
般
的
な
形
式
は
デ・
ニ
で
あ
り 、

遊
里
な
ど
の
位
相
に
はニ
ヨ
ッ
テ・
サ
カ
イ・
ホ
ドニ

等が
使
用
さ
れ
た
実

態
を
示
し 、
各
形
式
の
表
現
性 、
お
よ
び
位
相・
分
布・
歴
史
が
考
察
さ
れ

て
い
る 。
な
お 、
術
語
と
し
て
「
順
接」
に
対
し
て
「
逆
説」
を
用
い
る
が

(二
二
二
1二

二
三
頁) 、
巻
末の
索
引
で
は
「
逆
接のニ」
と
あ
る
の
で 、
統

一
が
望
ま
れ
る 。
2
断
定
表
現
は 、
芥
子
川
律
治
氏
に
よ
る
研
究
を
踏
ま
え

て 、
さ
ら
に
新
た
に
参
照
可
能
に
なっ
た
尾
張
郷
土
本
戯
作
と
説
教
記
録
の

調
査
か
ら
「
尾
張
の一
般
的な
様
相
は
デャ
を
主
と
し 、
臨
時
的
と
も
み
え

る
ダ
も
わ
ず
か
に
あ
り 、
こ
れ
に
対
し
て 、
ジ
ャ
は
上
方
的
な
人
物
に
か
た

よ
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る」
三
四二
頁) 、
さ
ら
に 、
「
地
理
的
な
視
点

か
ら
は 、
上
方・
伊
勢
の
ジ
ャ
に 、
濃
尾
か
ら三
河
に
か
け
て
の
デャ 、
ま

た
三
河
に
は
確
実
な
ダ」
(二
五
七
頁)
も
混
じ
り
つ
つ
あっ
た
と
指
摘
し 、

位
相・
文
体
の
商
か
ら
の
考
察
も
加
え
て
い
て
著
者
の
視
野
の
広
さ
に
感
服

し
た 。
た
だ
し 、
知
多
地
方
に
お
け
る
ダ
の
使
用
に
関
し
て 、
二
五
四
頁の

表
1

末
尾
の
注*
l
と
*
2
と
は
逆
で 、
*
ー

が「
軽
世
界
四
十
八
手』 、
牢

2
が
『
駅
客
娼
穿』
に
お
り
る
ダ
の
用
例に
つ
い
て
の
注
で
は
な
か
ろ
う
か 。
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従っ
て
二
五
四
頁
二一
行
目
の
「
C
の
二
作
品
の
ダ
は
特
定
の一
人
物
で
あ

り
(
こ
の
う
ち
「
軽
世
界
四
十
八
手』
の
ダ
は
知
多
の
客
で
三
河
で
の
ダ
を
示
す
可

能
性が
あ
る)」 、
お
よ
び一
八
行
目
の
記
述
は 、
両
資
料
を
混
同
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る 。
そ
う
で
な
い
と 、
二
四
六
頁一
七
行
目
の
記
述
と
矛
盾
す
る
こ

と
に
な
る 。
因
み
に
評
者
は
『
軽
世
界
四
十
八
手』
で
ダ
を
多
用
す
る
連
の

客
算
蔵
は
二
本
差(
酒
落
本大
成一
八
巻三
五
四
頁)
の
「
歩
前」
(三
五六
頁)

で「
江
戸一
二
弐
年
も
居
候
が
ム
ン
卜

ひ
っ
こ
ぬ
き
の
は
た
に
て」
(三
五
四

頁)
と
あ
る
の
で
藩
名
は
明
示
し
な
い
も
の
の
江
戸
勤
番
経
験
の
あ
る
尾
張

藩
士
を
想
起
さ
せ
る
人
物
設
定
で
あ
り 、
尾
張
領へ
戻っ
て
も
江
戸
語
の
ダ

を
使
用
す
る
姿
を
描
写
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る 。
3
推
量・

意
志
の
表
現
は 、
ま
ず 、
中
世
京
都
語
で
多
用
さ
れ
た
ウ
ズ
類
と
今
日
に
も

続
く
ウ(ヨ
ウ)
類
の
二
類
と
稀
少
例
の
推
量
専
用
の
ラ
類
が
近
世
尾
張
近
辺

に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し 、
位
相
函
の
「一
般
庶
民
層
で
は
ウ
ズ
類
が
か
な

り
保
持
さ
れ 、
遊
里
な
ど
の
新
し
い
あ
る
い
は
接
客
的
な
物
言い
を
し
が
ち

な
層
で
は
ウ(ヨ
ウ)
類
を
多
用
す
る
傾
向」
(二
六
凶
頁)
や 、
二
類
の
用
法

差・
ウ
ズ
の
分
布
に
つ
い
て
考
察
す
る 。
さ
ら
に 、
従
来
江
戸
語
を
対
象
と

し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
明
和
度
に
き
ざ
す
意
志・
推
量
の
分
化
の
問
題の
尾

張
近
辺
に
お
け
る
傾
向
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ 、
推
量
専
用
形
は
ウ
ズ

類
は
弱
く 、
ウ
(ヨ
ウ)
類
は
専
用
形
化
し
や
す
い
活
用
語(
デ
アロ
ウ・
デ

ャ
アロ
ウ
等)
で
の
み
見
ら
れ
る
傾
向
を
指
摘
し 、
ウ
(ヨ
ウ)
類
で
共
通
す

る
上
方
語(
酒
落
本)・
伊
勢
方
言(
雑
俳)
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
近
畿
外

辺
に
あ
た
る
「
尾
張
近
辺
の
古
態
性
と
新
た
な
形
式
と
の
重
層
し
た
模
様」

(二
九三
頁)
を
解
明
し
て
い
る 。

五

「
待
遇
表
現」
に
つ
い
て
は 、
ま
ず 、
l「

尾
張
方
言の
対
称
代
名
詞
と
尊

敬
語
述
部
に
よ
る
待
遇
表
現
体
系」
で 、
江
戸・
上
方
に
お
け
る
待
遇
表
現

体
系
に
関
し
て
は 、
す
で
に
山
崎
久
之・
小
島
俊
夫
の
両
氏
に
よ
る
研
究
が

あ
り 、
本
書
に
お
い
て
も
そ
の
研
究
法
を
参
考に
し
て
い
る
が 、
本
書
で
は

さ
ら
に
主
述
の
対
応
関
係
を
|

線
を
以
て
頻
度
を
図
示
す
る
工
夫
が
加
え
て

あ
る
(三
O二
頁) 。
そ
し
て 、
一
般
庶
民
層
を
描
く
酒
落
本
作
品
個々
の
検

討
を
踏
ま
え
て 、
「
あ
な
た
お:・
な
さ
れ
る 、
な
さ
る 、
(
遊ば
す)」「
お
ま

へ
さ
ん
|

遊
ば
す 、
お:・
な
さ
れ
る 、
な
さ
れ
る」
が
対
応
す
る
第一
段
階

か
ら 、
「
う
ぬ
や
が
る 、
・:

お
る」
が
対
応
す
る
第
六
段
階
ま
で
の
六
段
階

が
示
し
て
あ
り
言
二
四
頁) 、
こ
れ
は 、
上
方・
江
戸
以
外
の
特
定
の一
地

域
に
お
け
る
待
遇
体
系
が
解
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
非
常
に
有
意
義

な
研
究
で
あ
る 。
但
し 、
「「
あ
な
た」
に
対
応
す
る
「
遊
ば
す」
は
用
例
が

見
え
な
い
が 、
待
遇
価
値か
ら
見て「お
まへ
さ
ん」
と
同
等
以
上
で
あ
り 、

そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
加
え
た 。」(
同
頁)
と
あ
る
が 、
待
遇
体
系

を
立
証
す
る
際
に
は
用
例の
無い
も
の
は
欠
い
た
ま
ま
に
し
て
お
くべ
き
で

あ
り 、
「
可
能
性」
だ
け
で
加
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
さ
ら
に 、
「
ま
ず

階
層
を
上
中
下
に
分
け 、
発
言の
位
置
関
係
を
対
等・
対
上
位・
対
下
位に

分
け 、
発
言
の
態
度
を
丁
寧
か
普
通か
直
接
的
か
に
分
け 、
発
言の
態
度
を

親
疎
に
分
け
る 、
以
上4
つ
の
面
を
設
定
し
て
み
る 。
こ
れ
ら
は
待
遇
事
象

を
記
述
す
る
基
本
的
な
事
柄
と
し
て
用
例
の
検
討
以
前に
予
測
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
る
が 、
ま
た
用
例
説
明
の
過
程
で
随
時ふ
れ
た
と
お
り 、
実
例
の
帰
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納
的
な
検
討
の
結
果
と
し
て
も
必
要
な
事
柄
と
考
え
ら
れ
る 。」
さ
二
六
頁)

と
す
る
見
地
か
ら
尾
張
の
待
遇
表
現
の
体
系
を 、「
左
側
の
縦
に
待
遇
順
の
形

式
を
と
り 、
右
側
に
は
3つ
の
階
層
を
と
り 、
左
側
の
語
形
と
関
連
す
る
枠

に
上
下・
対
等
の
関
係
を
矢
印
の
方
向
で
示」
し
て
い
る
さ
二
七
頁) 。
但

し 、
「
う
ぬ」
「
お
の
れ」
の
段
階
に
つ
い
て
は「「
六」
は
実
例
が
な
い
の
で

矢
印
を
入
れ
な
かっ
た
が 、
仮
に
使
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
当
然 、
卑
下の
意

味
と
な
る
こ
と
が
分
か
る 。」
(一一
二
七
1=一一

八
頁)
と
あ
る
が 、
こ
れ
も 、

使
用
例
が
な
い
の
に
断
言
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る 。
ま
た 、
個
々
の
待
遇
語
設
の
位
相
的
側
面
の
細
部に
言
及
す
る
な
か

で 、
三
二
七
頁の
『
軽
世
界
四
十
八
手』
に
お
け
る
「
貴
公」
の
用
例
は「
客

の
謝
罪
の
口
上」
と
し
て
掲
げ
る
が 、
評
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
解
釈

を
し
た
い 。
こ
れ
は
む
し
ろ 、
武
家
客
同
士
の
説
得の
場
面
に
お
り
る
用
例

と
解
すべ
き
で
は
な
か
ろ
う
か 。
さ
ら
に
彦
坂
氏
は
こ
れ
を
B
群
の
「
文
脈

か
ら
わ
ざ
と
ら
し
い
表
現
と
感
じ
ら
れ
る
も
の」
(二
九
九
頁)
と
し
て
「
尾

張
方
言
の
な
か
に
入
れ
な
い
の
が
よ
い
と
思
う 。」
さ
三
八
頁)
と
す
る
が 、

尾
張
に
お
け
る
武
家
社
会
の
言
語
生
活
の一
端
が
そ
の
ま
ま
拾
え
る
貴
重
な

場
面
で
は
な
い
か
と
思
う 。

続
く
2
「
中
央
語
と
の
比
較
か
ら
見
た
尾
張
方
言
の
敬
語
の
位
置」
で
は

上
方
語
及
び
伊
勢
方
言
と
比
較
し
て
対
称
代
名
調・
述
部
尊
敬
語
補
助
動
調

の
相
対
的
な
性
格
の
検
討
が
な
さ
れ 、
上
方
雑
俳
の
分
析
も
加
え
て 、
「つ
ま

り 、
ど
う
や
ら
尾
張
に
お
い
て
は
遊
里
が
新
た
な
上
方
語
の
受
容
口
で
あ
り

庶
民
側
は
こ
れ
に
対
し
て
方
言
的な
形
式
は 、
ゴ
ザ
ル
な
ど
の
時
代
的に
や

や
古い
形
式
が
な
お
保
有
さ
れ 、
あ
る
い
は(サ)
ツ
セ
ル・
ナ
サ
レ
ル
な
ど

評) r管殺を近世期方言の研究j〔書

方
言
的
変
容
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
見
方
は 、
常
識
的に
も 、
遊
里

に
新
し
い
形
式
が
使
用
さ
れ
や
すい
と
い
う
近
世
語の
傾
向
と一
致
す
る 。」

(三
五
五
頁)
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ 、
「
遊パ
ス」
「
ナ
サ
レ
ル
/
ナ
サ
ル・

ナハ
ル・
ナ
ン
ス」
「
オ
+一
段
式」
「(サ)
ン
ス
/
テ
十
指
定
辞」
「(サ)

ツ
セ
ル
/(サ)
ツ
シ
ャ
ル」
に
つ
い
て
の
興
味
深い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る 。

但
し 、

O
(ヤ)
ン
ス・(ラ)
レ
ル

こ
の
類
は 、
上
方
語
で
の
成
立
は
言
う
ま
で
も
な
く

早い 。
尾
張
で

は 、
そ
の
受
容
期
の
早
さ
を
反
映
し
て
か 、
よ
く一

般
に
定
着
し
て
い

る 。
(ヤ)
ン
ス
な
ど
は 、
資
料の
限
り
で
は
多
用
さ
れ
て
い
る
と
も
思

え
な
い
が 、
実
生
活
で
は
低い
敬
意
と
し
て
気
楽
に
使
用
さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か 。
(三
五
九
頁)

と
あ
る
の
は 、
両
者
を一
括
し
た
記
述
で
は
あ
る
が 、
三
三
五
頁
に
お
け
る 、

「(ら)
れ
る」

例
は
少
な
い
が 、
親
愛
的な
表
現
と
し
て
い
くつ
か
見
ら
れ
た 。
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
と
し
て 、
使
用
上
の
特
色
な
ど
は
よ
く
分
か
ら
な
い 。

と
す
る
記
述
と
整
合
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か 。

江
戸
の
戯
作に
使
用
例
の
少
な
い
「
ラ
レ
敬
語」
は
近
代
語
研
究
で
注
目
さ

れ
る
項
目
の一
つ
で
あ
る
だ
け
に
今
後
の
引
用
の
た
め
に
も
尾
張
に
お
け
る

実
態
に
つ
い
て
「
定
着」
な
の
か
「
少
な
い」
の
か 、
明
確
に
記
述
し
て
い

た
だ
く
と
後
学
と
し
て
は
引
用
し
易い
と
思
わ
れ
る 。

3「
文
末
詞
と
そ
の
待
遇
的
側
面」
で
は 、
「
文
頭
に
あっ
て
呼
び
か
け
や

感
嘆
を
表
し
た
り 、
文
末
に
あっ
て
念
押
し
や
訴
え
な
ど
を
表
出」
す
る(三
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「
文
末
調」
の
尾
張
に
お
け
る
実
態
を 、
①
文
頭
に
あ
り
呼
び
か
け

機
能
を
も
つ
も
の
と 、

②
文
中・
文
末
を
主
と
す
る
も
の
と
に
分
類
し
て
記

述
し
て
尾
張
に
お
け
る
「
申
し」
類
(モ
ウシ・
モ
シ)
の
盛
行
を
指
摘
し
た

上
で 、
「
ナ
モ
シ・
エ
モ
シ」
類・「
ナ
ン
シ・
ナ
モ・
エ
ン」
類・「
ナ・
ナ

l」・「
ノ・
ノ
!」・「

エ・
ワ
ナ
\ソ・

イ」・「
ゾ
ヨ・
ヨ・
ゾ
エ」・「コ

ウ・
ヤ
イ」
な
ど
の
待
遇
価
値
に
つ
い
て
上
層・
中
層・
下
回閣
の
使
用
者
を

考
慮
に
入
れ
て
体
系
を
示
し
て
い
る 。
こ
れ
を
さ
ら
に
美
濃
北
西
部(
能
郷
猿

楽狂
言
詞
章)・
伊
勢
(
雑
俳)・
上
方
の
近
世
資
料と
の
比
較
か
ら 、
相
対
的

に
文
末
詞
の
出
方
の
低い
上
方
語
が
モ
シ
類・
ナ
類
が
優
勢
で
あ
る
の
に
対

し
て
「
尾
張
で
は
ナ
モ
類
な
ど
の
モ
ウ
シ
の
複
合
形・
ノ
類
の
多
さ
が
き
わ

だ
つ」
(三
八
八
頁)
こ
と
を
鮮
や
か
に
解
明
し
て
お
り 、
近
世
期
方
言
の
視

野
を
大
き
く

拡
げ
た
の
も
尾
張
周
辺
地
域
の
近
世
語
資
料の
収
集
に
意
を
用

い
て
き
た
著
者
彦
坂
氏
に
し
て
初
め
て
な
し
得
る
成
果
で
あ
ろ
う 。
な
お 、

本
書
で
は
伊
勢
方
言
の
資
料
と
し
て
は
雑
俳
を
主
と
し
て
い
る
が 、
著
者
に

は
別
に
『
桑
名
日
記』
を
扱っ
た
「
国
語
学」
一
三
九
集
所
収の
名
論
文
が

あ
り 、
評
者
の
常
に
愛
読
す
る
所
で
あ
る
が
本
書
で
同
資
料に
殆
ど
言
及
し

な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る 。
あ
る
い
は
今
後
別
に
計
画
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か 、
こ
ち
ら
も
渇
望
久
し
い
思い
が
す
る 。

本
書
が
近
世
語
研
究
史
上
に
不
朽
の
価
値
を
有
す
る
名
著
で
あ
る
こ
と
は

言
を
侠
た
な
い 。
精
読
し
大
い
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た 。
た
だ 、
書
評
の

常
で 、
ほ
ん
の
些
細
な
回収
理
に
若
干
言
及
し
た
が 、
評
者
の
力
量
不
足
に
よ

る
誤
読
の
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
と
思
う 。
稚
拙
な
書
評
で
本
書
に
対
す
る
敬
仰

の
念
が
充
分に
述べ
ら
れ
た
か
ど
う
か
や
や
心
許
な
い
が
非
礼
の
段
は
著
者

の
寛
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る 。
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